
コンサルテイング質問シー ト

株式会社いた倉  板倉大和

売上 前期 :1億 2千万円 今期予定 :1億 5千万円

事業 農業、給食、介護、緑化

解決したい重要課題

◎販売代行業者との提携

集荷、個別発送などに対応してくれる業者をどう見て

○全国のオーガニック農家との提携

現在の活動

医療野菜(仮称)の プランディングを企画。以下概要。

い反/
概要

妊婦や小さな子供 もしくは疾病や体調など用途にあわせて ドクターが推薦する野菜を

中.さ に摂取 していただける。個別の野菜お届け便での販売。

オーガニック野菜はなんとなく体に良いというイメージからの脱却、医療のお墨付きを

得る。

・安全であること

―残留農薬、重金属、硝酸体窒素および ORP(還元力)に 対 しての基準を設ける。

・栄養価が高いこと

→栄養分析で数値の基準を設ける。

現在の野菜は 100年前の野菜に比べ栄養価が30%ほ どになっていると言われている。

食べて意味のある野菜を提供する。

・食味に優れていること

一検査機関で分析 し、基準を設ける

食育の観点からも野菜の美味しさを知ってもらうことは重要。何より美味 しくないと食

べたくない。



進行の流れ

。まずは対象を絞る

一妊婦野菜、「妊婦食事」での検索数、関連ワー ドの検索数ともに非常に多い。産婦人

科、小児科などとのつなが りがあり、JV可能。

・妊婦に必要な栄養素や必要摂取量等を ドクターからアドバイスを受ける。

一それに基づき野菜をビックアップ、パ ッケージングを組み立てる。

・安全性、栄養価について ドクターと規格を作成。医療野菜の基準となる数値を設定す

る。

一依頼機関も選定する。検査方法や検査頻度など可能限り透明性を持たせる。

llt売 代行業者の開li

-4:鮮りr菜 を集荷 し、nt"1に パッケージング、配送を行える業者が必要
 Ql,

・生産者の確保

→多品日と十分な野菜の確保を行 うために全国から医療野菜に出荷 して くれる生産者

を集める。

・初期の契約見込み数を算定し、必要な野菜の量を確保する

一この段階で受注開始

※販売の仕組みが出来 11が った後、今後はより公益性の高い組織として Japan organt

Al“ ancc(ォーガニックのJA組織)の 設立を行う。

就農補助、就農者育成、技術の集約、野菜販売、機材の貸出し等。
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inspire:nternationa!inc.

代表取締役 石崎 則夫
1600023東 京都新宿区西新宿4324
TCL: (03)5333‐ 7480
URt l httD″ nsD"e‐ nJ com

栽培工程管理システム
2019年 10月 13日

概 要

令和元年10月 18日 に開催される、リアルインサイト鳥内社長による経営グループコンサルティ

ングに、当該システムの課題解決をお願いします。

小生が調べた限り、「輪作体系 ローテーションJ]を管理するソフトが世の中に存在しない

ということが判明しました。そこで、弊社にて〕を開発、運用するに至りました。現在 なが

ら倶楽部 (nagaraclub com)を 始め、講座受講生の一部に利用いただいておりま丸

1 1年後までに、就農した受講生全員の利用

作付けから収穫までの見える化。消費者 バイヤーにアピールする手法としても活用し

てもらう。

2 クックフヾッド化、カップラーメン化

敷居力塙 いかもしれませんが、足非、実践していただきたいと思いま寃 詳細はこち

ユ

旦
示

目標

課 題



1 利用者の条件

現代風ではありませんが、興心館工道學の學徒であることから、理想は高く、以下

のような条件を提示できることを希望しています。

「信頼のネットワークtの 上に成り,つシステムであることから 利用者は 栽 (+善

戒)を守り 定 (十七条の憲法 五筒条の御誓支 教育効語)を行動や範と tン  薇 (知

性 理性、感性 悟性)がある人物とする。

退会

以下の個人名は、現在協力いただいている個人の名前を挙げています。

自十猥会を基本とする.会目 利用者からの異議に関しては 千葉 略 (1類 ) 安倍明

美 (2期) 石崎 員1夫 (システム管理者)が精査し、対応する。

課金

法友のネットワークを支える利用者であることから、以下で十分ではないかと考えま

寃

成約毎 又は年単位で売り上げの数パーセントをシステム利用料として支払う。

教育 啓蒙

利用方法の由易動面丸

2

自助 扶助 公助をモ ットーに フォーラムで討論 チャネルを使

い情報を共有する。

今後の課題

a 会員

L 野々川農士塾 (仮名)を卒業し、運営側わ逃 切と判断した塾の卒業生を

対象としたい。

b 他のシステムとの連携

L 販売、物流など。



「最強の有機農業 実践講座」

経営コンサルティング ア ドバイスシー ト

日付 :  '年    月

コンサルティング受講者名 : ‐

日

●/ノ

■あなたが、受講者にアドバイスをするとしたら、何をすることを薦めるか

■このセッションから、あなた自身が学んだことは何か

1           1  ′  `

氏名 :

株式会社リアルインサイト2019 Real!nschtlnC Al■ ghts reserved

こ記入いただいた内容は、本プラグラムを遂行する目的のみに利用し、他者へ公開されることはありません。


